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令和 2年度　 3センター・プロジェクト活動報告
令和 2 年度は、下記の通り、感性福祉研究所 3 センター（健康科学研究センター、感性福祉研究セン
ター、地域創生センター）の研究課題を実施する予定であった。しかし、前年度末からの新型コロナウィ
ルスの感染拡大により研究環境等の急激に変化し、研究実施計画の立案も十分行えない状態になった。
本学においては、研究の実施に際しては、本学研究倫理委員会の通知（令和 2 年 4 月15日付）により、
対象となる研究協力者の安全に十分に配慮するよう注意喚起があった。特に、対面によるインタビュー調
査、身体の接触を伴う測定等、濃厚接触の危険性を有する調査・研究については、緊急性を有する案件を
除き、当分の間中止することとなった。本研究所の 3センターの主要な研究課題は、この中止の対象にな
る研究であった。その後コロナの感染拡大も第 2波、第 3波と続き、終息する気配が見えないまま年度末
を迎え、最終的には実施した研究課題がない状態で本年度が終了した。
【健康科学研究センター】
【研究プロジェクト課題名】
サクセスフルエイジングを促す・阻む認知機能変化の認知・脳科学的検討
【研究目的・目標】
健康科学研究センターは、令和元年度より研究プロジェクト「サクセスフルエイジングを促す・阻む認
知機能変化の認知・脳科学的検討」に着手した。前年度までの戦略的研究基盤形成支援事業にて培った大
学生の社会的・職業的能力を対象とした認知・脳科学的エビデンス情報提供基盤（脳機能・構造画像およ
び心理特性データベースおよびヒト特性推定器）を活用して、超高齢化する地域社会で生活する人々の認
知機能に焦点を当てた研究を展開していくこととした。研究対象を青年期・壮年期から中年期・老年期へ
と拡張し、国内外でも例にない多種多様な脳機能・構造指標および心理指標を用いて中高年の脳機能・構
造画像および心理特性データベースを作成し、ヒト特性推定器の対象範囲の拡大を目指す。
【感性福祉研究センター】
【研究プロジェクト課題名】
『3.11を契機とする地域の健康福祉システムの再構築』－ ｢集中復興期間 ｣後の展開－
【研究目的・目標】
本研究プロジェクトの目的は、これまでの研究作業やボランティア活動を通じてラポートの設定ができ
た諸地域や諸団体を主たる対象に、『集中復興期間』後の被災者・被災地における「3.11」の余波と個人、
家族、地域の命運を追跡し、その作業を通じて見出される克服すべき諸問題の問題連関・性格と対応諸策
の性格や副作用の把握や知見の獲得と、従来思考法や実践の再考との相互作用をふまえ、「3.11」の衝撃
によって消失あるいは機能停止した諸施設の再建を越えて、事態の進行の渦中にあって、見出される諸問
題の可視化と不可視化、既決と未決の振り分けを通じ、改めて、『地域の健康福祉システムの再構築』を
如何に図るべきかを展望することにある。
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【地域創生センター】
【研究プロジェクト課題名】
地域創生基盤構築の実践的研究
【研究目的・目標】
本研究プロジェクトは、学内諸学科・諸組織との有機的な連携、更には学外研究機関・民間企業、地方
自治体との積極的な連携を図りながら、これからの日本の地域創生に必要な課題に果敢に取り組み、その
研究の諸成果を、地域創生に活用することを目標とした。
地域創生のためには地域に活力をもたらす新しい産業・福祉事業の創生が必要不可欠であり、課題抽
出・課題解決型の基盤的研究、実用化のための基盤的実践研究を推進することとした。研究テーマには、
福祉・農業分野の幅広い内容を含ませ、また、これらの研究テーマを遂行する中で、本学のブランド力を
高めるとともに、新しい福祉・農業事業を推進する若手人材の育成にも注力することを目指す。
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